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1　 は じめに

　幼児向 け科学教育が盛ん な海外 地域が ある 。

その よ うな地域で は，長い 時間をか けて 体系的

に指導され ，内容も広い 分野 に亘 っ て い る 。 日

本 にお い て は，自然 との 触れ合 い や飼育，植物

を使 っ た 遊び な ど生 物分野を 中心 に行わ れて

い る 。 そ の他 の 分野 へ の 取 り組み は少 ない
。

　 以前は遊びの 中で物理 ・化学現象を体験す る

機会 が多くあ っ た。最近で は ，テ レ ビゲー
ム な

ど の 室内遊び が 増加 するな ど の 子 どもを 取 り

巻 く環境 の 変化 を受けて ， そ の ような体験が少

な くな っ た。中学生 で も，だ るま落 と しや独楽

回 し の よ うな遊び を通 じた 「物理 現象」 の 体験

をした こ とがない 生徒も居 る ． 幼児期 に物理 ・

化学を活用 した現象や身近 な エ ネル ギ ーに 関

した遊びや実験 を体験する こ とが ， 小 中高で の

理 科授業 へ の 関心 や理 解 を 喚起す る 上 で も有

効で ある と考え ， 実践 した の で 報告する 。

2　 目　 的

（1）幼児 向けの 科学 プ ロ グ ラム の 開発 と保育

　園や科学館な どで の 試行。

（2）試行内容の 評価 ， 教育的効果の 測定，幼児

　教育関係者の 意見 を反映 した モ デル プ ロ グ

　 ラ ム の作成。

（3）幼児か ら小 学校ま で の 科学教育 の 繋が り

　 と発 達段階を考慮 し た 科学教 育を考 え る こ

　 とに よ る本務 の授業改善 へ の 活用 。

3　 結 　果

　平成 25 年度は科学館 と保育園の 2 カ所で 科

学教室 を実施 した 。

　科学館 では ， 身近 なもの に興味を持たせ ， 結

果を予想 して い く実験を体験 させ るた め，野菜

な ど身近なもの の 「浮き沈み 」の 実験 を行 っ た。

　保育園で は 、　「浮 き沈み 」 と 「や じろべ え」

を実施 した 。

  　浮 き沈み

　身近な物体 の浮 き沈み か らは じめ，野菜 の浮

き沈み を調べ て い く。 幼児は活発に手 を挙げて

実験結果やそ の 結果を発言 しなが ら，楽 しみな

が ら実験に取 り組ん で い た 。

  　や じろ べ え

　 こ の プ ロ グラ ム は試行錯誤 させ る こ とを意

図 して い る。 予め発泡ス チ ロ
ー

ル と割 り箸で 作

成した本体に，バ ラ ン ス を取 る よ うに洗濯ば さ

み を取 り付けて 立 たせ る。バ ラ ン ス が とれ る洗

濯 ば さみの 数や取 り付 ける位置は ひ とつ で は

ない 。 それ ぞれ の グル
ープ内で相談しな が ら工

夫 し取 り組ん で い た。

4 　 ま とめ

　本実践 を通 して ， 幼児に対す る科学教育の 有

効性を確信 した。

1） 保育士や幼児の 感想 か ら，子 どもが強 く興

　 味 ・関心をもつ こ とが分か っ た 。 幼児対象

　 の 科学教育の 有効性 と必要性 を確認 した 。

2） 幼児が積極的に実験 に取 り組み，自らの 考

　 えを確かめ る姿が認 め られ た 。

3） 幼児 は 感 じ た こ とを言葉で 伝 え る こ とが

　 出来 な くて も絵で 表現す る こ とが 出来て い

　 た。こ の こ とに より ， 幼児が実験中の 様子

　 を よ く観察 し，絵 に表す こ とが 出来る こ と

　 が分か っ た。

4） 知 らない 人た ち と
一

緒に 実験す る科 学館

　 に比 べ
， 保育園の 方 が幼児同士が協力 して

　 実験な どに取 り組ん で い た。

　 こ の よ うな実践を通 じて ，方法 論を確立す る

と共に ，
広 く紹介す る こ と で

， 多 くの 保育園や

幼稚 園に科学教育を普及 させ た い 。 こ の こ とが

小 学校以 降で の 児童 ・生徒が理科 の 能動的学習

の き っ か けになるこ とを期待 して い る。
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